






要約:心室中隔欠損症とファロー四徴症の開心術後5年以上経過した症例につき、ホルター

心電図所見を中心に検討した。心室性期外収縮が同年令の健常児に比べて高頻度にみられ、

その内容も Lown 分類 3群以上の症例が約 18%に見られた。ハイリスクと考えられる心室性

期外収縮は、年齢の高い症例で多くの術前の病型、遺残病変、心拡大との有意の関連は認

められなかった。経時的に所見の変化する例もあり繰り返し検査する必要がある。 


